
今夏大量柴死 したホタテガ イ

を剖 検 調 査 した簡 単 な記 録

(昭和50年 7月～ 8月)

佐藤 三郎 (青森県立中央病院 )

は じ め に

上記の件に関し､30個ほどの病貝について､いささか調査したので､簡単な報告をする｡

もとより貝類の生物学的知識は皆無に等しい自分が､かかる調査を行ったことは誠に見当違いのこと

で､この報告を行うこと自休おこがましいことではあるが､以前､熱帯魚の病気､殊に細菌性疾患につ

いていささか研究した経験があったので､興味の起こるままに少し検討してみた｡大して役立つとは思

えないが､少しでも参考になるところがあったら望外の幸せである｡

ホタテガイの正常な解剖所見は､今井丈夫教授監修の ｢浅海完全養殖｣(昭和46年 5月30日発行 )中

のホタテガイの項に簡単な肉眼の観察図譜を見出すにとどまった｡他に広島大学生物学会編の｢Illus卜

ratedAnimalAnatomy｣中のハマグリ･カラスガイの解剖図を参照した｡しかし切片標本による組織

像についての研究文献は入手できなかった｡

そこで私は､健康と思われる個体について､その組織像を研究したので､これについて述べ､次ぎに

曜患貝についての所見を記述しよう｡

健 康 と思 われ る貝 につ いて の調 査 成績

外観上､健康と思われる2個体(8♀殻高約12cm 46年生まれの地まき貝､50年12月23日陸奥湾久栗坂

地先より採捕 )から各器官を採取し､10%フォルマリンで固定し､パラフィン切片を作って検鏡した｡

心臓 ･消化器 (胃･陽 ･肝 )･腎臓 ･卵巣 ･精巣 ･外套膜 ･採餌口器 ･腸終末排湛管に及ぶ｡なお､貝

は入手後直ちに10%フォルマリンに漬けたにかかわらず､予想に反して幾分内臓に痛みが始まっていた

ことが､切片を検してわかった (組織の軽い浮腫状所見と軽い小円形細胞浸潤 )0

写真 1 心 臓

筋繊維の間にかなりの細胞浸潤巣が見られる｡恐らく､漁獲する際やその後の取扱い中の障害､また

は､海水より引き上げてからフォルマリン固定をするのに時間が長引いたためと思われる｡

写真 2 肝組織と腸

写真 3 胃と卵巣

写真 4 陽末端の排湛管横断面

写真 5 消化盲嚢と接する部分の増殖した卵巣

写真 6 同 上

写真 7 卵 巣

写真 8 腎 臓
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写真9 採餌口器

写真10 精 巣

写真11 精子(塗抹標本)

写真12 外套膜

写真13 未だ確患していない健康と思われる貝の円臓略全図

注 :写夷13 48年生まれの垂下養殖貝 50年 7月取上げ(生殖腺が透明で小型化している｡ )

写真 1-a 心臓 ヘマトキ シリン､エオジ
ン染色以下同じ
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写真10-b 精 巣 ●
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一.I×20 写真11 精子 (塗抹標本 メチレンブルー)

×40写真12-a 外套膜

×4 写兵12-b 外套膜一丁 .I 7,L･TT･{■



にこびりついていることで､これは外套膜の一部の変性や壊死を思わせ､少なくともその機能の変調を

示すものと思われた｡

次ぎに目につくのは､産卵期をとっくに過ぎているにカかわらず､生殖巣が残留していることであった｡

次ぎに目につくのは､貝柱の肉柱円に粟粒大から半米粒大に達する淡紅色～淡黄灰褐色の結節が発生

することであった｡結節というより軟化巣で､内容は粘液様で淡紅色～黄褐色､フォルマリン固定では

脱落して､パラフィン切片での検査は不能であった｡病貝のおよそ3分の 1(28個体中 9個体 )に発生

し､ 1個体につきその軟化巣の数は 1-数個で､外観上病症が進んでいると思われた個体でも､必ずし

も軟化巣が発生しているとは限らなかった｡その円容は検鏡により主としてキレギレになった 1本 1本

の筋肉繊維のかけらの集りであることが判明した｡高度な場合はさらに額粒化していた｡この軟化巣中

には細菌類､糸状菌類などは全く見られず､培養によっても(血液寒天､ブドウ糖寒天､卵培地､ブイヨ

ン培地など)何 らの微生物を証明することができなかった｡恐らく何 らかの代謝異常によって発生した

ものでなかろうかと推察された｡

その他の臓器､心臓 ･消化器 ･鯉などにも萎縮を見る以外､特に認めるべき異変はないように思われ

た｡臓器よりの細菌検出については特に意を用いたが､海水中に常在する微生物以外の有意な病原菌は

抗酸菌はもとより､カビ類をも含めて証明することができなかった｡

多くの臓器について組織切片を作って検索したが､時に微細な細胞浸潤巣を臓器円に見ることはあっ

ても､貝の生死につながると思われるほどの顕著な病変を呈したものはなかった｡特に念のためPffeiffer

氏の細菌染色法を試みたが､どの臓器でもその切片中に菌を証明したものはなかった｡

写 真 説 明

写真14,15,16 病貝の全貌

共に病貝で貝殻の損壊が著しい｡外套膜が萎縮し､汚蔵を呈しており､この部分に何らかの変状があ

ったことを示している｡写真16の左殻 (向って右側 )は欠損が著しいが､その表面にも多くの寄生生物

が附着していた｡どの貝殻にもポリドラ穿孔の跡が見られる｡

写真17-a,b,C,d,e,f 病変した貝柱 a,b,C 貝柱円に見られた壊死巣

病貝28個体の剖検例中､およそ 3分の 1の 9個体で見られた｡大きさは粟粒大から半米粒大で､ 1個

体に 1-数個見られた｡その内容は概ね粘液状で､淡黄灰白色､顕微鏡的には液化した筋組織で､中に

キレギレになった筋繊維の微細片を容れていたが､脂肪染色 (ズダンⅢ､ニール青 )では陰性､細菌は

染色法では勿論､培養法によっても全く証明できなかった｡一方､通常のパラフィン切片法ではこの壊

死巣は酒精中で脱落して標本とすることができなかったので､凍結切片法によって辛うじてその全様を

うかがうことができた｡繊細な筋繊維の破片が多数見られ､中には全く額粒化したものもある｡しかし､

円容中に細菌やカビ類を全く証明できなかった｡すなわち､栄養障害ないし代謝異常に基づく筋繊維の

崩壊産物と思われた｡なお､貝柱そのものの切片はd,e,fに示 したが､微細な細胞浸潤を間質に見

るのみで､上述の壊死巣以外では特記すべき変化はなかった｡

写真18- a,b 外套膜

aは健康貝の､bは病貝の外套膜の組織切片であるが､両者に根本的な差はなく､ただ､病貝の一部に

微細な細胞浸潤巣を 1カ所認めたのみである｡

菌は組織円いずこにも証明されない (Pffeifferのカール ･ボール ･フクシン法 ).

写真19 触手 (感覚突起 )
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病貝のそれを調べたが､全く異常を認めなかった｡

写真20-a,b 賠

病貝のそれを調べたが､特記すべき病変はなかった｡

写真21-a,b 心臓

縦断した 1半 (a)では正常であったが､横断面(b)では間質に軽い細胞浸潤が見られたが､心筋

の退行変性の像はなかった｡

写真22-a,b,C 消化器官

3カ所より切片を作って検した｡特に変った病変は肉眼的にも組織学的にもないように思われたが､

もっと検索する必要があるかもしれない｡

写真23-a,b,C,d,e 精巣

成員では特に病変がなかった｡しかし､躍患した小型の貝では生殖腺の発育不良ないし停止､萎縮が

みられることが多い｡組織学的にも精腺の崩壊､萎縮が著しかった｡

写真24 卵巣

堰胞の形成が盛んでないだけで格別の病変はない｡

畠



写真17-b 貝柱の壊死巣(凍結切片) ×4
スタンⅢ染

色写真17-d 貝

柱写真17- f 貝 柱写真18-b 外套膜
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写真21-a 心 臓

写真22-C 消化器 写真20-b 鯉写真22-b

消化器
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写真25-e 貝 殻 ×20



ま と め

以上､要するに私の調べた範囲では病理解剖所見ならびに細菌学的所見からは､今回の大量柴死に関

係の深い原因を求めることができなかった｡生化学的研究を欠いている外､貝生息の環境条件の検討が

されてなかったので､意見を述べることはできないが､生活環境の悪化により代謝異常､殊にカルシウ

ムのそれを来したためではないかとの憶測は､必ずしも全くでたらめとはいい得ないかと考える｡その

他､養殖作業の各過程でくりかえされる貝-の外力による ｢痛み｣の増強が案外重要な原因の一つでは

ないかと考えることもできよう｡

要するに今後､もっと詳細な研究調査をなすことが必要であるのはいうまでもない｡
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なお､今回私の退職により､研究のほんの発端で中止せざるを得なくなったことを遺憾に思うもので

ある｡ (51年 3月15日)
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